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告
知
板

　

今
年
の
プ

ロ
野
球
は
、

広
島
カ
ー
プ

が
大
活
躍
し

た
一
年
と
い

っ
て
過
言
で

は
な
い
で
し

ょ
う
。
70
年

・
80
年
代
の

広
島
黄
金
期

を
目
の
当
た
り
に
し
た
フ
ァ

ン
に
と
っ
て
、
今
年
は
そ
の

黄
金
期
を
思
わ
せ
る
活
躍
で

し
た
▼
カ
ー
プ
の
由
来
は
、

滝
を
登
る
鯉
の
姿
と
広
島
復

興
の
想
い
を
込
め
た
こ
と
で

す
。
昨
年
、
試
合
限
定
で
、

８
月
６
日
に
ち
な
み
、
選
手

全
員
が
背
番
号
「
86
」
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
を
着
用
。
胸
に
は

「Carp

」

で
は
な
く

「PEACE

」
が
入
り
ま
し

た
。
左
袖
の
ワ
ッ
ペ
ン
に
は

原
爆
犠
牲
者
の
数
を
は
め
て

試
合
を
し
ま
し
た
。
先
月
に

は
、
原
爆
ド
ー
ム
の
保
存
に

寄
付
を
す
る
と
発
表
▼
平
和

を
意
識
し
、
市
民
球
団
と
し

て
、
フ
ァ
ン
と
共
に
広
島
カ

ー
プ
は
新
た
な
歴
史
を
つ
く

る
こ
と
で
し
ょ
う
。（
Ｎ
）

天満でとどけ
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研修・学習会などにご利用ください

新春スタート宣伝
　１月４日（水）８：15～　天王寺駅東口

2017春闘1.19怒りの労働者行動
　１月19日（木）８：15～　終日

大阪労連第45回評議委員会
　１月21日（土）13：00～　国労大阪会館大会議室

　

は
じ
め
に
川
辺
代

表
委
員
（
大
阪
労
連

議
長
）
が
「
た
た
か

わ
ず
し
て
前
進
は
な

い
」
と
春
闘
で
の
構

え
の
必
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
２
０

１
７
年
国
民
春

闘
の
課
題
と
た

た
か
い
の
展

望
」
と
題
し

て
、
井
上
久

国
民
春
闘
共

闘
事
務
局

長
（
全
労

連
事
務
局

　

11
月
30
日
、「
秋
の
大
阪

争
議
支
援
総
行
動
」
を
展
開

し
、
淀
屋
橋
・
裁
判
所
前
で

の
早
朝
宣
伝
に
は
１
２
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
中
之
島

　12月３日に、大阪労連
ではこの間隔月におこな
われている、「仲間づく
り大規模宣伝」をJR高
槻駅前でおこないまし
た。43人の参加でした。
「パワハラ・セクハラに
悩んでいませんか」「労
働時間や休憩が守れていますか」「残業代はきちんと
払われていますか」と訴え、労働相談ティッシュビラ
を2,300枚配布しました。ビラを見ながら、「息子の為
に大事に持ってよう」と取っていく女性の姿も見られ
ました。
　この間とりくんでいる、「最低賃金引き上げを求め
る署名」や「労働時間の規制強化を求める署名」に足

を止めて、署名に協力する
人達がたくさんいました。
　働きかたに不満や不安を
感じている労働者、家族の
ためにも、労働組合の存在
が重要視されています。

“
賃
上
げ
”と“
雇
用
の
安
定
”・“
中
小
企
業
支
援
”の
実
現
、

地
域
活
性
化
と
憲
法
を
守
り
い
か
す
共
同
の
前
進
を

２
０
１
７
年
国
民
春
闘
討
論
集
会

秋
の
大
阪
争
議
支
援
総
行
動

の
独
裁
・
強
権
政
治
を
許
さ

ず
、
労
働
者
と
住
民
の
権
利

を
守
る
た
た
か
い
を
広
げ
、

大
阪
か
ら
維
新
政
治
を
打
倒

す
る
府
民
的
な
た
た
か
い
の

発
展
・
強
化
を
め
ざ
し
ま

す
。17

春
闘
で
、職
場
要
求

を
実
現
し
よ
う

　

⑤
職
場
活
動
の
活
性
化
を

す
す
め
、
要
求
実
現
と
組
織

拡
大
強
化
の
相
乗
効
果
を
つ

く
り
、
組
織
的
に
も
新
た
な

前
進
を
し
ま
す
。
回
答
指
定

日
翌
日
の
３
月
16
日
、「
大

阪
総
行
動
」
を
春
闘
の
最
大

の
結
節
点
と
し
て
重
視
。
全

組
織
が
力
を
集
中
す
る
最
大

の
山
場
と
位
置
付
け
ま
し

た
。

化
大
運
動
」
を
具
体
的
に
強

化
。
と
く
に
、「
全
国
最
賃

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
な
ど

「
社
会
的
な
賃
金
闘
争
」
の

強
化
で
底
上
げ
の
流
れ
を
つ

く
り
だ
し
、
全
て
の
働
く
人

々
の
実
質
賃
金
を
改
善
し
ま

す
。
ま
た
、「
地
域
活
性
化

大
運
動
」
に
つ
い
て
は
重
点

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
地

域
で
ど
れ
だ
け
具
体
的
に
と

り
組
め
る
の
か
、「
協
力
」

や
「
支
援
」
か
ら
「
共
同
」

に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
提
起
し
ま
し
た
。

格
差
是
正
・
均
等
待
遇

を
実
現
し
よ
う

　

②
「
ア
ベ
働
き
方
改
革
」

へ
の
総
反
撃
を
す
す
め
、
格

差
是
正
・
均
等
待
遇
の
実
現

や
時
短
・
労
働
時
間
の
上
限

規
制
な
ど
働
く
ル
ー
ル
の
確

立
を
求
め
る
攻
勢
的
な
た
た

か
い
を
展
開
し
ま
す
。

戦
争
法
廃
止
・
立
憲

主
義
を
取
り
戻
そ
う

　

③
戦
争
法
の
本
格
発
動
に

反
対
し
、
廃
止
を
求
め
る
共

同
を
強
め
、
改
憲
策
動
と
戦

争
す
る
国
づ
く
り
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
た
め
に
総
力
を
あ

げ
ま
す
。

維
新
型
か
ら
の
権
利
侵
害

を
許
さ
ず
、
労
働
者
と

住
民
の
権
利
を
守
ろ
う

　

④
大
阪
に
お
け
る
維
新
型

に
分
か
れ
て
「
大
阪
か
ら
す

べ
て
の
争
議
を
な
く
そ
う
」

と
13
の
企
業
・
自
治
体
に
抗

議
・
要
請
行
動
を
行
い
ま
し

た
。

▲�2017年国民春闘
　討論集会

◀�秋の大阪争議支援総行動スタート集会

労働組合に入って
働くルールを確立しよう

長
）
が
講
演
。「
労
働
運
動

の
役
割
発
揮
と
飛
躍
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
情
勢
」
で
あ
り
、
改
憲

策
動
と
戦
争
す
る
国
づ
く
り

を
め
ぐ
る
攻
防
の
激
化
や
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
綻
が
鮮

明
と
な
り
経
済
を
め
ぐ
る
課

題
で
も
攻
防
が
激
化
し
て
い

る
と
紹
介
。「
ア
ベ
働
き
方

改
革
」
の
問
題
点
を
指
摘
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
法
案
が

通
れ
ば
、
労
働
組
合
の
存
在

意
義
で
は
な
く
、
労
働
組
合

の
「
存
在
」
が
問
わ
れ
る
問

題
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と

か
ら
17
春
闘
は
本
気
の
総
決

起
行
動
が
必
要
で
あ
り
、
歴

史
的
春
闘
を
本
気
で
作
り
上

げ
る
必
要
性
が
あ
る
と
強
調

し
ま
し
た
。

　

「
２
０
１
７
年
春
闘
方
針

素
案
」
と
「
春
闘
に
お
け
る

地
域
活
性
化
大
運
動
に
つ
い

て
」
の
５
つ
の
提
案
を
春
闘

共
闘
、
菅
事
務
局
長
（
大
阪

労
連
事
務
局
長
）
が
行
い
ま

し
た
。

地
域
活
性
化
大
運
動

を
成
功
さ
せ
よ
う

　

大
阪
で
の
、
春
闘
重
点
課

題
と
し
て
、
①
「
地
域
活
性

女
神
像
前
で
の
ス
タ

ー
ト
集
会
に
は
２
０

０
人
が
集
結
。「
大

阪
市
は
争
議
の
早
期

解
決
を
は
か
れ
」
の

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

が
大
阪
市
役
所
周
辺

に
こ
だ
ま
し
ま
し

た
。
市
労
組
連
・
市

労
組
の
組
合
事
務
所

使
用
を
求
め
る
「
吉

村
大
阪
市
長
宛
個
人

請
願
行
動
」
に
は
、

２
４
１
筆
の
請
願
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
コ
ー
ス

　

大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
と
大
阪
労
連
は
、「
２
０
１
７
年
国

民
春
闘
討
論
集
会
」
を
11
月
26
日
～
27
日
に
和
歌
山
県
加
太
で

開
催
し
、
９
単
産
８
地
域
か
ら
75
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

安倍政権
打倒

維新型政
治打破へ


